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シリーズ・若者のひろば  

 

 

― 若者たちの声のリレー － 

 

  過去を反省するからこそ今があり、 

今を反省するから未来がある 
県立高校１年 Ｒ.Ｓ. 

 

ある日、テレビのニュースを見て 

私は高校１年生です。「安全保障関連法

案」に反対の意見を持ったのは、ある日、

テレビのニュースを見ていると、この法案

のことについて安倍首相は「この法案は、

同盟国が武力を受けた時に、日本の自衛隊

が協力することによって、日本の平和が守

られる、そのために必要だ。また、他国と

の交流を深める。」と言っていました。しか

し、それに対して多くの憲法学者や弁護士

が、「この法案は日本が戦争できる国にな

る。」と反対の声を上げていました。  

 私は、この日本がまた７０年前のような

事になってしまうかも知れない、多くの人

が犠牲になってしまう、そのようなことが

２度と起きてはならないと思いました。そ

のためにはこの法案を廃案にしなくてはな

らないと感じ、反対の声を上げていこうと

思いました。  

市民集会に参加してみました 

 そんな時、桐生の新川公園で法案に反対

する市民集会があることをチラシで知り、

参加してみました。反対の意見も聞いてみ

たいと思いました。大人の人たちの意見を

聞いて共感できました。  

 いま高校１年生ですが、私と同じ高校生

はこの法案について、しっかり理解してい

る人や関心を持っている人は少ないと思い

ます。私の学校でも全く話題になっていま

せん。もし、この法案が危ないと知ったと      

 

き、もっと多くの高校生たちが声を上げる

と思います。そのためにも私は多くの仲間

に知ってもらうよう声を上げていきたいと

思います。  

国会議員や首相に不満 

 法案は可決されてしまいましたが、私は

今の国会議員や安倍首相に不満を抱いてい

ます。９月１６日の特別委員会では、国会

の外で何千、何万という人が反対の声を上

げていました。しかし、委員長を議員が囲

むなか、とても冷静とはいえる状況ではな

いなか、強行可決しました。さらに、参議

院において安倍首相は多くの国民の声を無

視して採決を強行しました。残念に思いま

す。そして、なぜこの時期に採決しなけれ

ばならなかったのか。本当に今やるべきこ

とは東日本大震災の復興にもっと力を注い

だり、鬼怒川の氾濫で被害にあった人たち

を支援したり、いま困っている人たち、苦

しんでいる人たち、泣いている人たちを笑

顔にしてあげる、幸せにしてあげることが
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本当の政治ではないかと思いました。  

 中国や北朝鮮の脅威論を振りまき、アメ

リカに協力することが日本を守ることにな

ると言いますが、日本人の１億２０００万

人の笑顔を守っていく、笑顔をつくってい

くことが大切と思います。  

 過去を振り返ってはいけないと言う人が

いますが、過去を反省するからこそ今があ

り、今を反省するから未来があると思いま

す。戦争をした過去があったから戦争をし

てはいけないという反省があり、これから

も戦争をしない国を続けていくことが大切

と思います。  

政治とは国民に寄り添い行うこと 

 私はこれから大人になり、大切な人がで

きた時、その人のために一生懸命汗を流し

ていきます。しかし、見知らぬ人のために

血を流すような未来にしたくはありません。

そのことを安倍首相はどう考えているので

しょうか。政治というのは私たち国民の声

を聞き、どうしたら日本をもっと良くする

ことが出来るのか、国民に寄り添いながら

行うことと思います。今の政治は国民との

距離が遠いと思います。政治とは国民との

距離が近い関係でなくてはならないと思い

ます。そういう社会を築いていきたいと思

います。  

 来年の参議院選挙では１８歳の高校生も

選挙ができることになりました。とても良

いことだと思います。私も１８歳になった

ら積極的に政治に関わっていきたいと思い

ます。そして、この戦争法を撤回させて行

くために声を上げていきたいと思いました。 
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ふとしたことで出会った高校生に、「原稿を書いてくれません

か」と頼んでみたら、「はい」と言ってくれました。平和につい

て、政治について、安保法案について、こんなに真剣に考えている若者に出会えたことに感

動しています。私が所属する群馬県高等学校退職教職員の会では、上に掲げたカードを介し

て高校生を対象に日本国憲法の理解を深めるための啓蒙活動を行っていますが、まさに彼の

ような若者にめぐり合うことが目標でしたから、とても心強く思います。Ｓ君、寄稿してく

れたことに心から感謝します。 
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